
日
本
力
（
に
っ
ぽ
ん
ぶ
ら
ん
ど
）
賞

日立ツール
ア
ル
フ
ァ
ボ
ー
ル
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
マ
ル
チ
フ
ル
ー
ト
Ａ
Ｂ
Ｐ
４
Ｆ
形
（
仕
上
げ
用
刃
先
交
換
式
ボ
ー
ル
エ
ン
ド
ミ
ル
）
　
　
　
　
　
　

刃
先
交
換
式
で
４
枚
刃

　
４
枚
刃
仕
様
の
刃
先
交
換
式

ボ
ー
ル
エ
ン
ド
ミ
ル
。
主
に
自

動
車
向
け
を
は
じ
め
と
す
る
大

物
プ
レ
ス
金
型
の
仕
上
げ
加
工

の
た
め
に
開
発
し
た
。
イ
ン
サ

ー
ト

刃
先
交
換
チ
ッ
プ

の

固
定
方
法
を
工
夫
し
、
刃
先
交

換
式
で
は
難
し
か
っ
た
４
枚
刃

を
実
現
。
刃
先
交
換
式
４
枚
刃

ボ
ー
ル
は
業
界
初
と
い
う
。

　
固
定
は
親
刃
を
斜
め
方
向
か

ら
ネ
ジ
留
め
し
、
子
刃
２
個
分

の
取
り
付
け
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

し
た
。
親
刃
と
子
刃
イ
ン
サ
ー

ト
３
個
で
４
枚
刃
と
し
て
い

る
。
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
を
被
削

材
と
し
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
主

流
の
２
枚
刃
タ
イ
プ
と
比
べ
、

２
倍
以
上
の
加
工
能
率
と
寿
命

２
倍
を
実
現
し
た
。
一
般
に
高

速
加
工
は
立
方
晶
窒
化
ホ
ウ
素

ｃ
Ｂ
Ｎ

工
具
の
領
域
だ

が
、
材
質
が
も
ろ
く
チ
ッ
ピ
ン

グ

欠
け

が
生
じ
や
す
い
課

題
が
あ
る
。
開
発
品
は
こ
う
し

た
ｃ
Ｂ
Ｎ
工
具
の
高
速
切
削
領

域
を
カ
バ
ー
す
る
。

止
水
性
と
操
作
性
を
両
立

止
水
ド
ア
　
ア
ク
ア
ー
ド

豪
雨
時
の
浸
水
を
防
ぐ

文
化
シ
ヤ
ッ
タ
ー

喜
び
の
声

取
締
役

嶋
村
　
悦
典
氏

　
こ
の
よ
う
な
栄
え
あ
る
賞

を
受
賞
で
き
、
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
当
社
は
防
災

と
環
境
を
テ
ー
マ
に
開
発
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
こ
の
一

環
で
建
物
へ
の
浸
水
を
防
止

で
き
る
止
水
製
品
の
開
発
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
止
水
ド
ア
ア
ク
ア
ー
ド

は
止
水
性
能
は
も
ち
ろ
ん
、

通
常
ド
ア
の
よ
う
に
手
軽
に

開
閉
で
き
る
操
作
性
も
両
立

さ
せ
て
い
ま
す
。
止
水
性
能

だ
け
を
追
求
す
れ
ば
ド
ア
の

厚
み
が
増
し
、
開
閉
が
し
に

く
く
な
り
ま
す
。
止
水
性
と

操
作
性
を
両
立
さ
せ
る
た

め
、
現
場
の
開
発
部
隊
が
何

度
も
試
行
錯
誤
を
重
ね
る
こ

と
で
、
設
計
を
工
夫
し
て
実

現
で
き
ま
し
た
。

　
都
市
部
を
中
心
に
ゲ
リ
ラ

豪
雨
な
ど
の
水
害
が
新
た
な

社
会
問
題
と
な
る
中
、
止
水

の
ニ
ー
ズ
は
今
後
も
増
加
し

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
社
は
顧
客
の
ニ

ー
ズ
を
捉
え
た
新
し
い
止
水

商
品
を
、
今
後
も
社
会
に
提

案
し
て
い
き
ま
す
。

　
文
化
シ
ヤ
ッ
タ
ー
が
開
発

し
た
止
水
ド
ア
「
ア
ク
ア
ー

ド
」
は
一
般
の
ス
チ
ー
ル
ド

ア
の
操
作
性
を
維
持
し
た
ま

ま
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
浸
水

を
防
げ
る
。
ド
ア
を
防
水
ゴ

ム
に
密
着
す
る
機

構
に
よ
り
、
ド
ア

厚
さ
約

を

維
持
し
、
通
常
の

ド
ア
の
よ
う
に
操

作
で
き
る
。
工
場

な
ど
主
に
非
住
宅

施
設
向
け
に
提
案
し
、
初
年

度
１
５
０

の
販
売
を
目
指

し
て
い
る
。

　
ア
ク
ア
ー
ド
は
ド
ア
下
部

に
付
け
た
二
つ
の
レ
バ
ー
を

上
げ
る
と
面
材
が
ド
ア
枠
に

付
け
た
防
水
ゴ
ム
に
密
着
し

て
止
水
す
る
。
水
位
３

ま

で
対
応
可
能
で
漏
水
量
は
１

平
方

当
た
り
毎
時

以

下
。
３

の
浸
水
が
あ
っ
た

場
合
に
か
か
る
約
３
・
７

の
水
圧
に
も
耐
え
ら
れ
る
。

　
防
水
ゴ
ム
は
内
・
外
の
二

重
構
造
。
内
側
の
ゴ
ム
は
メ

ー
カ
ー
と
共
同
開
発
し
、
素

材
を
柔
ら
か
く
し
て
ド
ア
と

の
密
着
性
を
高
め
た
。
錠
前

も
独
自
構
造
を
採
用
し
た
こ

と
で
錠
前
か
ら
の
漏
水
を
防

ぐ
。

　
通
常
の
高
水
密
ド
ア
は
浸

水
を
防
ぐ
た
め
に
厚
さ
が
増

す
傾
向
が
あ
る
が
、
設
計
の

工
夫
で
軽
量
化
し
、
通
常
ド

ア
と
同
等
に
開
閉
で
き
る
。

参
考
価
格
は
幅
９
０
０

×

高
さ
２
１
０
０

で
１
２

１
万
９
８
０
０
円

消
費
税

抜
き

。

多
様
な
部
品
に
適
用
可
能

微
細
電
鋳
プ
ロ
ー
ブ
ピ
ン

電
鋳
加
工
で
微
細
形
状

オ
ム
ロ
ン

喜
び
の
声

　
オ
ム
ロ
ン
の
微
細
電
鋳
プ

ロ
ー
ブ
ピ
ン
は
、
電
鋳
加
工

技
術
で
微
細
な
形
状
を
実
現

し
た
。
電
鋳
技
術
は
金
属
イ

オ
ン
を
含
む
溶
液
中
に
直
流

電
流
を
印
加
し
た
時
、
電
極

表
面
に
金
属
が
析
出
す
る
仕

組
み
を
利
用
。
高
密
度
実
装

で
進
展
す
る
配
線
間
隔
の
微

細
化
に
対
応
し
、
狭
ピ
ッ
チ

化
や
自
由
接
点
形
状
、
複
数

接
点
、
高
電
流
対
応
な
ど
の

特
性
を
得
ら
れ
る
。

　
現
在
、
半
導
体
を
実
装
す

る
時
の
配
線
間
隔
は
０
・
５

ピ
ッ
チ
が
主
流
。
し
か

し
０
・
４

か
ら
０
・

、
０
・
３

へ
と
微

細
化
が
進
展
。
し

か
し
従
来
の
プ
ロ

ー
ブ
は
接
点
部
品

や
コ
イ
ル
ス
プ
リ

ン
グ
、
円
筒
チ
ュ

ー
ブ
な
ど
複
数
の

部
品
で
構
成
さ

れ
、
狭
ピ
ッ
チ
化

へ
の
対
応
が
困
難

に
な
り
つ
つ
あ
っ

た
。
電
鋳
技
術
の

応
用
に
よ
っ
て
、

０
・
３

ピ
ッ
チ
以
下
に

対
応
し
た
プ
ロ
ー
ブ
が
可
能

と
な
っ
た
。

　
同
技
術
の
転
写
精
度
は
サ

ブ
ミ
ク
ロ
ン
以
下
で
、
端
面

の
表
面
粗
さ
も
０
・
１

以
下
。
破
断
面
や
カ
エ
リ
の

発
生
を
防
ぐ
こ
と
で
、摺
動

し
ゅ
う
ど
う

時
の
変
形
や
破
損
に
よ
る
導

通
不
良
を
抑
制
す
る
。
独
自

開
発
の
高
強
度
材
料
を
採
用

し
、
接
触
部
の
摩
耗
も
抑
え

る
。
金
型
が
必
要
な
く
、
小

ロ
ッ
ト
で
も
低
コ
ス
ト
で
生

産
で
き
る
利
点
も
あ
る
。

執
行
役
員
常
務
　
　
　
　
　

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
＆
メ
カ
　

ニ
カ
ル
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ツ
　

ビ
ジ
ネ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
社
長
　

松
並
　
憲
示
氏

　
今
回
開
発
し
た
「
微
細
電

鋳
プ
ロ
ー
ブ
ピ
ン
」
が
「
日

本
力

に
っ
ぽ
ん
ぶ
ら
ん

ど

賞
」
受
賞
の
栄
誉
を
た

ま
わ
り
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま

す
。

　
「
微
細
電
鋳
プ
ロ
ー
ブ
ピ

ン
」
は
、
高
密
度
実
装
の
半

導
体
な
ど
の
検
査
に
使
わ
れ

る
小
型
検
査
用
プ
ロ
ー
ブ
ピ

ン
で
す
。
既
に
量
産
実
績
の

あ
っ
た
当
社
独
自
の
電
鋳
加

工
技
術
と
自
社
開
発
の
高
強

度
材
料
の
採
用
に
よ
り
、
検

査
用
ソ
ケ
ッ
ト
の
高
密
度

化
、
高
性
能
化
、
高
寿
命

化
、
省
電
力
化
に
寄
与
す
る

商
品
と
し
て
開
発
い
た
し
ま

し
た
。
金
型
が
不
要
で
あ
る

た
め
、
小
ロ
ッ
ト
の
ご
要
望

に
つ
い
て
も
高
額
な
投
資
を

必
要
と
せ
ず
、
短
納
期
で
対

応
で
き
る
こ
と
も
ご
評
価
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
当
社
電
鋳
技
術
は
プ
ロ
ー

ブ
ピ
ン
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ

り
多
様
な
電
子
部
品
に
適
用

で
き
る
と
考
え
お
り
ま
す
。

今
後
も
既
存
加
工
技
術
で
あ

き
ら
め
て
い
た
お
客
さ
ま
の

ア
イ
デ
ア
を
商
品
化
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
で
競
争
で
き
る
日

本
の
モ
ノ
づ
く
り
技
術
と
し

て
発
展
さ
せ
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

機
械
部
品
賞

　　 ２０１４年 平成２６年 １１月２７日 木曜日 （第２部） 　　 （ ）


